
月別集計について 

月別集計は、月別・科目別の金額集計が出来ます。この集計金額は、月別の残高と増減額

の把握が出来ます。 

1. 月別集計表の出力 

 何れかの部門を選んで、“月別集計”のボタンを押します。 

 

 
 集計期間を指定する画面です。 

始め期日（自）は、通常会計期首にしてください。終わりの期日（至）は会計期末ま

たは任意の期日を指定できます。 

  

 
  



2. 出力例 

 この出力例は、正味財産増減科目の経費の次別の増減額です。 

 
 
 累計額に切り替えると、次のようになります。 

この累計額は、会計機首からの累計額ですが、貸借対照表の科目は前期からの繰越金

も含まれます。 

 
 
  



3. おもな機能ボタンなど 

 月別の増減額の集計か、累計額の集計かを選択できます。 
月別増減額は、貸借対照表では、月別の増加額や減少額がわかります。また、事業活

動や資金収支の科目では、毎月の収益（収入）や費用(支出)の把握が出来ます。 
累計額は各月の月次試算表の残高を一覧表にしたような金額集計になります。 

 
 

 ０円科目を表示させたくない場合 

 
 

 貸借対照表、事業活動計算書、資金収支計算書の切替タグ 

 

 
 エクセル出力 

実行中のエクセルを閉じて、“エクセル出力”を実行すると、 
エクセルが起動して、表示画面のデータがそのままエクセルに出力されます。 
ただし、出力したファイル形式は CSV ファイルですので、保存して終了させたい場合

は、ファイル名とファイルの種類を Excel ブックに変更して保存しないと、エクセル

で加工したデータが保存されません。 

 
 

 
 
  



4. 月別集計の印刷 

月別集計の画面で“印刷”ボタンを押します。おもな機能は下記の通りです。 

 

 
月別表の選択 

 

０円科目の印刷 

 

通常は印刷しないので、“印刷しない”を選択しますが、0 円科目を印

刷しない場合でも“印刷する”を選ぶと大科目は印刷されます。 
0 円の表示 通常は、“する”を選択してください。 
大科目の網掛け “する”を選択すると、大科目がわかりやすくなります。 
科目の印刷範囲 

 



行間 
フォントサイズ 
左余白 

 
標準はこのようにしています。 

用紙の選択 

 

印刷ボタン 

 

 
 印刷プレビュー画面の左上に次のアイコンが出ます。 

 プリンタへ出力します。 

  このボタンを押すと“Excel”へ出力できます。 

  PDF ファイルの出力が出来ます。 

  このボタンは機能していません。 
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